
日光市放射能汚染分布 
2011.10.03-12調査/日光市 

測定地上 50cm 
マイクロシーベルト/以上～未満 

 

0.1未満     1 ヶ所   0.2%
0.1～0.2 155 ヶ所  28.8%
0.2～0.3 187 ヶ所  34.8%
0.3～0.4 152 ヶ所  28.3%
0.4～0.5  30 ヶ所   5.6% 
0.5～0.6  10 ヶ所   1.9%
0.6～0.7   2 ヶ所    0.4% 
0.7～0.8   1 ヶ所    0.2% 

  

赤１０～３０万,黄6～１０万 

緑3～6万、紺1～３万 

水色～１万 ベクレル/㎡ 
 

地表面セシウム汚染地図

2011.0８．０２現在換算値 

文部科学省制作 

 

放射能から子どもを守り 

１人の被ばく者も出さない 
 

〈日光・放射能から子どもを守る会〉２０１２.０７.２７//no.３９ 
 

の 

❑  政府の放射能除染基準//毎時０.２３μSv  ❑ 
日常生活で８時間以上屋外活動禁止が前提、内部被ばく

除外。成人対象で、妊婦、乳児、子ども、女性など無視。 

〈上記基準/参考*ICRP-年間1mSv/公衆被ばく限度基準〉 

❖年間0.1mSv/公衆被ばく限度基準欧州放射線リスク委員会 
 

❏栃木県原発崩壊前/毎時0.0３８～0.0４４μSv❏    *（ICRP 国際放射線防護委員会） 
 

 
 

News-日光市は｢水｣も｢空気｣も｢食べ物｣も安全でした〈日光安全だった宣言〉 
 

❑日光市は、県内最重点検査（汚染）地域として、今年の米は100m四方で検査！！ 
昨年、県内唯一、日光市内（旧日光町、旧今市町）で放射性セシウム検出。今年は、市

内（日光町、小来川村、今市町、落合村、足尾町、栗山村）は 1ha（100m 四方）当り 1
点、ほぼ全農家の検査。その他（大沢村、豊岡村、藤原町）は 70ha当り 1点の検査。 
 

❑日光市、中禅寺湖（07.11）/ニジマス 98Ｂｑ、ブラウントラウト 160Bq、ヒメマス 170bq。

足尾町渡良瀬川上流07.13-18/イワナ130Bq、250Bq、47Bq、120Bq（1ｋｇ当りベクレル） 
 

❑24日、県は、県有施設の23施設を除染すると発表。「日光だいや川公園」決まる。 

以前と変わらず、危険を知らせず芝生で小さな子を遊ばてきました！そば祭りも！ 
 

❑原発推進国、フランス・中国・韓国大使館は、日光の観光客誘致に協力！市は税金

を使い、9月下旬、文化紹介、物産展など、汚染地帯で「安全安心」を内外に発信！ 
 

❑ロシア//放射性物質が検出された日本車約300台輸入認めず。〈07.20毎日〉 

❖チラシ・バックナンバー見られます//PDF http://atsugichild.web.fc2.com/ 
〈日光・放射能から子どもを守る会〉tel・０２８８‐２６‐０１３０//nairamdal-1871@dream.jp 

 

  特  集 !!   
 

政府・日光市認定、放射能汚染‐除染地域 
 

5カ月で線量半減も珍しくない！？ 
 

日光市の1年後 放射線量を推定！ 
 
 

  日光市は、やっと除染の動きです。危険な放射能なら、なぜ、１日も早く除染をしな

かったのでしょうか。日光市は、昨年の４月には「安全宣言」。９月には、「約 0.10～
0.20μＳｖ/ｈ程度で推移。普段通りの生活を」と言ってきました。そして、具体的な放射
線量は、広報やチラシに一度も掲載しません。 

  今回、子どものいる家庭は、除染するとのことです。しかし、除染後、「汚染土」は、自

宅の敷地内に一時保管。子どもに危険な汚染土は、近くに置けば除染の意味がありま

せん。子どもの健康を放射能から守ることを真剣に考えていると言えますか？ 

  日光市は、観光誘客優先の姿勢で、放射能の危険を知らせず、放射能汚染の状況

を知らせず、線量の誤魔化しです。子どもたち、市民は、放射能汚染地帯で被ばくの

危険にさらされて無防備な生活を強いられています。 

⊛  ＊  ⊛  ＊  ⊛ 

  今回は、日光市全域の放射線量の紹介です。政府・日光市認定『放射能汚染-除

染地域』。5カ月で放射線量が半減も珍しくない道路の測定値。風、雨や車などで放射

性物質が移動した結果です。その地域の除染基準として利用する誤魔化しです。放射

性物質セシウムの物理的な半減期は、この1年で約15%しか減少していません。 

  また、昨年10月の日光市全域の放射線量から１年後の放射線量推定値です。放射

能は目に見えませんが、日光市の誤魔化しに惑わされてはなりません。放射能は周囲

全体を除染しない限り、放射線物質は移動するだけで風が吹けば線量が上がります。 
 

  ❑放射能は、人に危険な物質です。安全な基準はありません。これは世界の常識。 

  ❑以前、政府は４万ベクレル以上の地域に住めない地域と〈右上の栃木県汚染地図〉 

  ❑以前、政府は年間１ミリシーベルトを守らなければならない、が基本でした。 

 

日光市の該当するゾーンは？  
❑チェルノブイリ・ゾーン ❑〈1999.ナスビット論文より〉 

 ① 移住義務ゾーン 5mSv/年以上 

 ② 移住権利ゾーン 1 mSv/年以上 

 ③ 放射能管理強化ゾーン 0.5 mSv/年以上 
  

   ②移住を希望すれば資金など支援 
    ③厳重な放射能汚染対策を実施する地域 

 

 

風が吹くときは 

マスクをしよう!! 

布団干し、洗濯物は室内で 
 

 

 

風の吹く日は地表の放射性物質をまきあげ

それを吸い込み、内部被ばくの危険が高まり

ます。布団・洗濯物に放射性物質が付いては

困ります。チョッとの注意の心がけを！ 
 

 放射能は危険  放射能汚染地帯で生活続けるチエ  
 

❑全食品、食材の検査が大事です。行政の責任でやるべきです。 

    基準値以下でも、特に、子ども、女性、若者には食べさせない。汚染ゼロを! 

    食べるものは、汚染されていない県、地域のものに心がけましょう。 

    同産地、同じ食品は食べ続けない。全ての放射線量測定をして安全が確認で

    きない中では、汚染されるものを食べ続けないためのチエです。 

❑花壇、家庭菜園、楽しみですが土は汚染されており避けたいです。 

    手袋、マスクをお勧めです。終わった後は、よく手を洗い、うがいをしましょう。 

    服や靴の土・ほこりなどを取ってください。〈収穫物は市の測定所で検査を〉 

❑放射能の危険から子どもを守る//高い線量の所には近づかない。マスクをする。 

 「保養」「一時避難」「疎開」「移住」など考える。相談体制を検討。行政の支援要求。

http://atsugichild.web.fc2.com/
mailto:nairamdal-1871@dream.jp


 

放射性物質セシウムの減少推移  10年後は1年に1.5％減！ 
 

❖セシウム 134、137は、50対50を前提に推定 
❖セシウム 134〈半減期、約 2年〉、セシウム 137〈半減期、約 30年〉 

〈減少率セシウム小数点第 2位四捨五入〉 

 セシウム 134.137 
残線量合計% 

1年毎の
減少率% 

セシウム 134 
残線量 ％ 

セシウム 137
残線量 ％ 

1年目  2012年 03月 84.6 15.4 35.7 48.9 
2年目  2013年 03月 73.3 11.3 25.5 47.8 
3年目  2014年 03月 65.0 8.3 18.3 46.7 
4年目  2015年 03月 58.9 6.1 13.1 45.8 
5年目  2016年 03月 53.9 5.0 9.3 44.6 
6年目  2017年 03月 50.3 3.6 6.7 43.6 
7年目  2018年 03月 47.4 2.9 4.8 42.6 
8年目  2019年 03月 45.0 2.4 3.4 41.6 
9年目  2020年 03月 43.1 1.9 2.4 40.7 
10年目 2021年 03月 41.4 1.7 1.7 39.7 
15年目 2026年 03月 35.7 ＊5.7 0.3 35.4 
20年目 2031年 03月 31.7 ＊4.0 0.06 31.6 
30年目 2041年 03月 25.1 ＊＊6.6 0.002 25.1 

＊5年間の減少率、＊＊10年間の減少率 

■８月下旬を目標に『特集版』を作成のため、毎週のチラシ発行を休みます■ 

 日光市、誤魔化しきれず！放射能汚染-除染地域  
 

〈放射線量を誤魔化そうとも、多くの地域が除染対象です〉 
 

〈単位/毎時マイクロシーベルト/μSv/h〉 
 

■ 今 市 地 区 ■ 

❑ 瀬  尾  ※1 0.14～0.45 0.26  ❑ 小  百  ※1 0.26～0.46 0.35 
 

※2 測定地・道路 ※3 ※4 ※５  ※2 測定地・道路 ※3 ※4 ※５ 
 

V34 県道栗山日光 0.31 0.14 0.27  Y33 県道栗山今市 0.62 0.44 0.53 

W31 同 上 0.41 0.21 0.35  Y34 同 上 0.58 0.38 0.50 

W33 同 上 0.30 0.18 0.26  AA37 同 上 0.45 0.36 0.39 

X31 同 上 0.47 0.17 0.40  AB37 同 上 0.36 0.33 0.31 

X32 県道栗山今市 0.39 0.27 0.33  AB38 同 上 0.49 0.40 0.42 

X33 同 上 0.49 0.28 0.42  AB39 同 上 0.49 0.33 0.42 

Z34 同 上 0.46 0.35 0.39  AB40 小 百 0.49 0.46 0.42 

Z35 同 上 0.50 0.37 0.43  AC37 小 百 0.34 0.26 0.29 

Z36 同 上 0.53 0.40 0.45  AC38 小 百 0.43 0.38 0.37 

Z37 同 上 0.61 0.45 0.52  AC39 林道小沢入線 0.39 0.29 0.33 

AB41 瀬 尾 0.36 0.29 0.31  AC40 小百橋付近 0.74 0.35 0.63 

AB43 晃陽苑前 0.39 0.24 0.33  AD39 高雄神社付近 0.45 0.32 0.39 

AC41 観音堂付近 0.42 0.24 0.36  AD40 小 百 0.40 0.31 0.34 

AC42 瀬 尾 0.35 0.21 0.30  ❑ 大 桑 町  ※1 0.21～0.43 0.34 

AC43 瀬 尾 0.35 0.28 0.30  AE40 大桑町 0.34 0.21 0.29 

AD41 斎場入口停付 0.41 0.33 0.35  AE41 大桑町 0.26 0.23 0.22 

AD42 瀬 尾 0.30 0.22 0.26  AF40 国道121号 0.27 0.32 0.23 

AD43 瀬 尾 0.30 0.22 0.26  ❑ 大  渡   ※1 0.23～0.48 0.31 

❑ 佐下部   ※1 0.32～0.53 0.40  AI40 三日月神社 0.26 0.25 0.22 

AD38 佐下部 0.43 0.41 0.37  AI41 下大渡バス停 0.31 0.36 0.27 

❑ 原  宿   ※1 0.30～0.60 0.60  AJ41 浄化センター 0.42 0.48 0.36 

❑ 栗  原   ※1 0.29～0.43 0.33  ❑ 町  谷   ※1 0.24～0.35 0.29 

AE39 消防団第3付近 0.42 0.32 0.36  AI42 町 谷 0.39 0.27 0.33 

AF39 かっぱ橋付近 0.38 0.32 0.33  ❑ 倉ヶ崎    ※1 0.26～0.35 0.31 

❑ 高  柴   ※1 0.25～0.51 0.34  AE42 公民館付近 0.41 0.35 0.35 

❑ 川  室   ※1 0.25～0.34 0.29  ❑ 倉ヶ崎新田 ※1 0.19～0.29 0.24 

AF41 歩道橋付近 0.32 0.34 0.27  AE43 倉ヶ崎新田 0.35 0.24 0.30 

AH40 農 道 0.31 0.25 0.27  ❑ 芹  沼   ※1 0.16～0.33 0.26 

❑   轟     ※1 0.22～0.48 0.34  AF42 芹 沼 0.23 0.24 0.20 

AG40 農道 0.36 0.30 0.23  AF43 芹 沼 0.24 0.16 0.21 

AG41 県道大桑大沢 0.35 0.22 0.30  AG42 富士山付近 0.37 0.32 0.32 

AH41 轟 0.33 0.24 0.28  AG43 芹 沼 0.38 0.28 .033 

AH42 轟 0.37 0.27 0.32   
 

〈紹 介〉 放射能汚染は見えなくとも簡単に減らない！ 

誤魔化しきれぬ｢除染地域｣、今年10月の放射線量推定値！  
 

※1  0.23以上の除染対象地域〈最低～最高の線量/平均線量〉日光市2012.3測定。 

※2  日光市内地域の位置を示す〈横軸-左からA～Z、AA～AQ、縦軸-上から1～59〉 

※3  全日光市の放射線測定(2011.10) 

※4  全日光市の放射線測定(2012.02-03) 

※5  １年後(2012.10)放射線量セシウム減少の推定値〈※3×0.858〉 
 

※3  本来、測定地点のほとんどが道路上で、風、雨や車などにより周辺より線量低減し補

正が必要。また、測定は地上50cm、※4は1mです。しかし、県の県有施設測定(2011.12)か

らも地上50cm、1mの線量差はほとんどありませんので同等と考え問題ないでしょう。 

※4  測定地点は、ほとんどが道路上です。風、雨や車などで極端な線量減少。この数値

は、道路上の数値です。しかし、地域の面の線量にしています。放射性物質セシウムの物理

的減少は、5カ月で約7％の減少です。文科省は半年で、1.2の補正をしています。 

※5  放射性物質セシウムは、134(半減期約２年)と、137(半減期約30年)が同量の50対50

と仮定、2011.10から１年後の放射性物質、約14.2％減少/四捨五入で推定。 



■ 藤 原 地 区 ■ 

❑鬼怒川温泉滝※1 0.19～0.35 0.26  ❑ 藤  原  ※1 0.13～0.36 0.23 
           

※2 測定地・道路 ※3 ※4 ※５  ※2 測定地・道路 ※3 ※4 ※５ 
           

AF30 龍王ライン 0.38 0.29 0.33  AE25 No121川治 0.34 0.16 0.29 

AF31 no121浅見通 0.28 0.19 0.24  AE26 No121小網橋 0.35 0.24 0.30 

AF32 神社前 0.26 0.25 0.21  AE27 No121トンネル 0.38 0.28 0.33 

AG30 浄水場揚水 0.31 0.23 0.27  AE28 No121龍王 0.34 0.30 0.29 

❑鬼怒川温泉大原※1 0.23～0.38 0.30  AF24 浄水場付近 0.29 0.22 0.25 

AE33 松原公園付近 0.34 0.38 0.29  AF25 消防署川治 0.28 0.16 0.24 

AE36 社会福祉協議会 0.28 0.23 0.24  AF26 もみじライン 0.46 0.20 0.39 

AF33 文化会館付近 0.37 0.25 0.32  AF27 もみじライン 0.38 0.23 0.33 

Af34 藤原運動公園 0.39 0.28 0.33  AF28 入口交差点 0.32 0.28 0.27 

AF35 鬼怒川温泉大原 0.36 0.33 0.31  AF29 龍王峡駐車場 0.31 0.32 0.27 

AF36 富士ヶ丘団地 0.37 0.30 0.32  AG25 もみじライン 0.36 0.14 0.31 

AG33 鬼怒川霊園 0.38 0.37 0.33  AG26 もみじライン 0.29 0.15 0.25 

❑ 小佐越  ※1 0.31～0.40 0.35  AG27 もみじライン 0.33 0.24 0.28 

AE34 No121 0.46 0.40 0.39  AG28 龍王峡付近 0.26 0.26 0.22 

AE35 No121 0.36 0.34 0.31  AG29 No121 0.21 0.25 0.18 

AE37 No121 0.33 0.36 0.28  AG31 小原澤不動尊 0.40 0.34 .034 

❑ 高  徳  ※1 0.26～0.38 0.34  AG32 No121 0.34 0.24 0.29 

AF37 高 徳 0.42 0.37 0.36  AH24 もみじ富士見台 026 0.13 0.22 

AF38 No121交差点 0.37 0.26 0.32  AH25 もみじライン 0.31 0.17 0.27 

AG38 クリーンセンタ 0.39 0.37 0.33  AH26 もみじライン 0.28 0.14 0.24 

AG39 船生高徳線 0.38 0.34 0.33  AH29 藤原宇都宮線 0.38 0.23 0.33 

AH39 遅沢橋付近 0.39 0.38 0.33  AH30 藤原運動場 0.30 0.26 0.26 

❑ 柄  倉  ※1 0.29～0.47 0.37  AI29 藤原宇都宮線 0.34 0.22 0.29 

AD37 柄 倉 0.43 0.47 0.37  AJ29 藤原宇都宮線 0.38 0.26 0.33 

AE38 No121 0.52 0.43 0.47  AK29 藤原宇都宮線 0.50 0.36 0.43 
 

■ 日 光 地 区 ■ 

❑ 所 野 ※1 0.13～0.35 0.23  AA41 ふるさと林道 0.29 0.28 0.25 

V35 霧降高原3駐 0.27 0.13 0.23  AA42 農 道 0.26 0.31 0.22 

V36 県道栗山日光 0.46 0.21 0.39  AB42 所 野 0.37 0.23 0.32 

V37 同 上 0.54 0.24 0.46  ❑ 滝ヶ原    ※1 0.22～0.28 0.24 

W35 同 上 0.49 0.15 0.42  U44 県道小来川清滝 0.38 0.26 0.33 

W36 同 上 0.51 0.23 0.44  U45 県道小来川清滝 0.26 0.27 0.22 

W37 高原歩道入口 0.53 0.30 0.45  V45 県道小来川清滝 0.29 0.23 0.25 

X41 鳴沢橋付近 0.27 0.18 0.23  V46 県道小来川清滝 0.33 0.28 0.28 

Y39 霧降の滝入口 0.48 0.32 0.41  V47 二又橋付近 0.26 0.23 0.24 

Y42 第1発電所 0.48 0.20 0.41  V48 滝尾神社付近 0.37 0.24 .032 

Z42 第2市営住宅 0.30 0.23 0.26  V49 林道大田沢 0.22 0.22 .019 

 

                 ■ 足 尾 地 区 ■     〈❑足尾町/0.35以上記載〉 

❑ 足尾町本山 ※1 0.24～0.34 0.29  ❑ 足尾町    ※1 0.16～0.46 0.24 

J52 足尾町本山 0.38 0.34 0.33  G53 かじか荘付近 0.37 0.27 0.32 

❑ 足尾町愛宕下※1 0.17～0.28 0.23  G59 リサイクルセンタ 0.36 0.28 0.31 

❑ 足尾町赤倉 ※1 0.23～0.37 0.28  H53 銀山平トイレ 0.37 0.29 0.32 

❑ 足尾町南橋 ※1 0.28～0.38 0.31  H55 文像橋付近 0.39 0.33 0.33 

J53 市営住宅付近 0.36 0.32 0.31  H56 庚申ダム事務所 0.38 0.24 0.33 

❑ 足尾町深沢 ※1 0.20～0.43 0.27  I52 林道舟石線 0.36 - 0.31 

❑ 足尾町上の平※1 0.24～0.33 0.27  K55 若宮橋付近 0.36 0.30 0.31 

K53 集会所付近 0.21 0.28 0.18  L57 鹿沼足尾線 0.35 0.16 0.30 

❑ 足尾町下間藤※1 0.27～0.30 0.29  N57 森林公園付近 0.35 0.25 0.30 

❑ 足尾町掛水 ※1 0.17～0.32 0.25  O55 草久足尾線 0.36 0.25 0.31 

❑ 足尾町向原 ※1 0.22～0.32 0.25  O57 草久足尾線 0.38 0.23 0.33 
 

〈紙面の都合で一部地域の紹介を割愛しました〉 

 日光市 誤魔化した放射能汚染地帯の線量と推定値  
 

   ※3  全日光市の放射線測定(2011.10) 

   ※4  全日光市の放射線測定(2012.02-03) 

   ※5  放射線量セシウム減少の推定値2012.10〈※3×0.858〉 

 〈単位/毎時マイクロシーベルト/μSv/h〉 
 

◆ 日 光 地 区 ◆ 

地   域 
測定地点 

2011.10 ※3
最低～最高 

2012.03 ※4
最低～最高 

2012.10 ※５ 
最低～最高 

❖奥鬼怒地内 7ヶ所 0.11～0.25 0.05～0.08 0.09～0.21 

❖湯元 2ヶ所 0.18～0.21 0.07～0.10 0.15～0.18 

❖中宮祠小田代原地内 5ヶ所 0.13～0.19 積雪 0.11～0.16 

❖中宮祠千手ヶ浜付近 6ヶ所 0.13～0.25 積雪 0.11～0.21 

❖湯滝付近 2ヶ所 0.15～0.18 0.09 0.13～0.15 

❖光徳園地付近 2ヶ所 0.15～0.16 0.07～0.08 0.13～0.14 

❖竜頭の滝付近 1ヶ所 0.20 0.12 0.17 

❖中禅寺湖沿い 8ヶ所 0.15～0.29 0.11～0.16 0.13～0.25 

❖第１いろは坂 2ヶ所 0.19～0.35 0.13～0.20 0.16～0.30 

❖第２いろは坂 3ヶ所 0.22～0.30 0.15～0.20 0.19～0.26 

❖細尾町地内(いろは坂除) 7ヶ所 0.24～0.31 0.15～0.24 0.21～0.27 

❖清滝町 2ヶ所 0.31～0.32 0.15～0.21 0.27 

❖安良沢町 1ヶ所 0.38 0.17 0.33 

❖久次良地内 3ヶ所 0.26～0.32 0.14～0.18 0.22～0.27 

❖山内地内(二社一寺) 2ヶ所 0.31～0.35 0.18～0.20 0.27～0.30 

❖鉢石町、石屋町、若林町 3ヶ所 0.23～0.32 0.14～0.22 0.20～0.27 

❖所野霧降高原別荘地内 3ヶ所 0.28～0.47 0.25～0.35 0.24～0.40 

❖所野霧降地内 3ヶ所 0.32～0.36 0.18～0.27 0.27～0.31 

❖萩垣面地内 1ヶ所 0.35 0.21 0.30 

❖西小来川地内 5ヶ所 0.18～0.28 0.17～0.30 0.15～0.24 

❖東小来川地内 5ヶ所 0.22～0.31 0.19～0.24 0.19～0.27 
 



❑幼児、子どもなどは、日光市内に５年、１０年・・住み続けると健康への危険が高まる no19

❑日光市内観光業者は、東電(政府)から損害賠償金５６億６千万円受理(03.05時点) no21

❑日光の線量値、３月９日からなぜかグ～ンと低下-文科省、高精度測定器自動化で?no21

❑日光市放射能汚染分布(2012.02-03) アスファルト測定で平均線量２４％減少と誤魔化し

安全宣言！日光のセシウム合計は半年で約７％減少し、それ以外は移動しただけ！no.26

❑井戸水検査ＯＫ-だいや川公園内-日光ブランド情報発信センター放射線検査室 no.33 

❖中小来川地内 2ヶ所 0.20～0.25 0.19 0.17～0.21 

❖南小来川地内 6ヶ所 0.18～0.31 0.14～0.23 0.12～0.27 

❖七里地内 3ヶ所 0.34～0.35 0.19～0.25 0.29～0.30 

❖山久保地内 7ヶ所 0.19～0.32 0.14～0.22 0.16～0.27 

❖野口地内 2ヶ所 0.24～0.34 0.23～0.24 0.21～0.29 

❖和泉地内 2ヶ所 0.23～0.27 0.15～0.20 0.20～0.23 
 

◆ 今 市 地 区 ◆ 
地   域 

測定地点 
2011.10 ※3
最低～最高 

2012.03 ※4
最低～最高 

2012.10 ※５ 
最低～最高 

❖千本木地内 2ヶ所 0.19～0.32 0.14～0.16 0.16～0.27 

❖長畑地内 9ヶ所 0.17～.033 0.14～0.23 0.15～0.28 

❖今市地内 4カ所 0.19～0.25 0.13～0.16 0.16～0.21 

❖平ケ崎地内 2ヶ所 0.15～0.26 0.14～0.16 0.13～0.22 

❖明神地内 6ヶ所 0.15～0.25 0.13～0.22 0.13～0.21 

❖小代地内 5ヶ所 0.17～0.22 0.15～0.19 0.15～0.19 

❖荊沢地内 2ヶ所 0.25～0.39 0.17～0.18 0.21～0.33 

❖森友地内 4カ所 0.23～0.29 0.16 0.20～0.25 

❖土沢地内 6ヶ所 0.17～0.24 0.15～0.16 0.15～0.21 

❖板橋地内 7ヶ所 0.13～0.24 0.11～0.18 0.11～0.21 

❖針貝地内 3ヶ所 0.30～0.37 0.20～0.24 0.26～0.32 

❖大室地内 9ヶ所 0.17～0.34 0.15～0.25 0.15～0.29 

❖大沢町地内 2ヶ所 0.16～0.19 0.13～0.14 0.14～0.16 

❖山口地内 2ヶ所 0.16～0.19 0.15～0.17 0.14～0.16 

❖木和田島地内 5ヶ所 0.12～0.19 0.11～0.16 0.10～0.16 

❖岩崎地内 5ヶ所 0.14～0.20 0.11～0.16 0.12～0.17 

❖猪倉地内 16ヶ所 0.14～0.19 0.11～0.16 0.12～0.16 

❖薄井沢地内 3ヶ所 0.14～0.21 0.12～0.17 0.12～0.18 

❖塩野室町地内 11ヶ所 0.20～0.39 0.15～0.27 0.17～0.33 

❖小林地内 10ヶ所 0.18～0.34 0.13～0.24 0.15～0.29 
 

◆ 藤 原 地 区 ◆ 
❖独鈷沢地内 5ヶ所 0.19～0.24 0.14～0.26 0.16～0.21 

❖五十里地内 6ヶ所 0.18～0.23 0.15～0.18 0.15～0.20 

❖川治地内 5ヶ所 0.20～0.25 0.17～0.23 0.17～0.21 

❖高原地内 9ヶ所 0.12～0.40 0.06～0.19 0.10～0.34 

❖藤原釈迦ヶ岳地内 3ヶ所 0.44～0.51 0.26～0.36 0.38～0.44 

❖横川地内 7ヶ所 0.14～0.18 0.05～0.09 0.12～0.15 

❖上三依地内 5ヶ所 0.15～0.18 0.06～0.11 0.13～0.15 

❖中三依地内 10ヶ所 0.20～0.43 0.11～0.20 0.17～0.37 
 

◆ 栗 山 地 区 ◆ 
❖上栗山地内 5カ所 0.16～0.57 0.14～0.31 0.14～0.49 

❖湯西川地内 5ヶ所 0.20～0.21 0.09 0.17～0.18 

❖川俣温泉地内 5ヶ所 0.14～0.17 0.06～0.09 0.12～0.15 

❖西川地内 10ヶ所 0.13～0.33 0.10～0.23 0.11～0.28 

❖土呂部地内 5ヶ所 0.23～0.31 0.09～0.13 0.20～0.27 

 

 

  放射能汚染地帯で健康で生き抜くチエ-７   

風の日は② 外出、スポーツでは、マスク着用を！ 
 

  日光は汚染地帯になりました。現在、放射性物質は、空中には少なく、地面に積も

っています。しかし、極々小さなゴミのようなもので、風が吹くと舞い上がり、空中の放射

線量が急に高くなります。そして、放射性物質を呼吸することで体内に入る危険が強ま

ります。体内に放射性物質が入ることを内部被ばくと言います。これは、外の放射線量

が身体に当たる外部被ばくよりも危険と言われています。すぐには身体の不調はないよ

うですが、蓄積されると、何年、何十年後かには、健康を害する可能性が高まります。 
  ぜひ、風の日の外出、サッカーでも野球でも、校庭、屋外では必需品です。少しで

も被ばくの危険を減らすためには、マスクの着用が大切です。 
❖0.23は除染基準で「安全基準」ではありません❖ 

 
 汚染地帯日光市は、米の最重点検査 全ての農家へ！  

❖残念ながら、日光市は何度「安全」を声高々に宣伝しても汚染地帯です。もし、今年、

放射性セシウムが検出されなくとも、汚染地帯に変わりありません。市はすでにセシウム

を吸収しない対策として、カリウムを農家に 5000数百万円も援助しています。 
❖昨年は、旧町村１点の検査で誤魔化しました。今後、全てのコメの検査をすべきです。

そのための機器は開発されています。また、今回は、17 都県での検査で、汚染が広範
囲に広がっている証明です。この汚染地帯での農作物は、徹底した検査が必要です。 
 

◆原子力災害対策本部が求める検査対象自治体//１７都県◆ 

青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉

県、千葉県、東京都、神奈川県、新潟県、山梨県、長野県、静岡県 
 

 チラシ配布から-６ 知人・友人は、生活を守る力に！！ 
 

  ｢那須の友だちに『野菜は放射能汚染しているから気をつけて』と聞いている｣と

言う人、「息子夫婦から食べるもの気をつけるように言われている」「知人と食べるも

のは注意した方がいいと話している」・・・大変少ないですが、家族、知人、友人と放

射能の危険について話している人は、他人事ではなくて、身近な生活での注意を

することにつながっています。身近に日常的に話し会える、相談できる人の存在が

大切なことが見えてきました。 


